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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
十
八
号

港
湾
労
働
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
第
二
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
三
年
労
働

省
告
示
第
百
一
号
（
港
湾
労
働
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の

表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
三
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

港
湾
労
働
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件



- 2 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

港
湾
労
働
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す

港
湾
労
働
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
令
別
表
の

る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
令
別
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
港
湾
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
と
す

上
欄
に
掲
げ
る
港
湾
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
と
す

る
。

る
。

令
別
表
の
上
欄
に

区

域

令
別
表
の
上
欄
に

区

域

掲
げ
る
港
湾

掲
げ
る
港
湾

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

関
門

一
～
三

（
略
）

関
門

一
～
三

（
略
）

四

北
九
州
市
若
松
区
響
町
北
西
端
（
北
緯
三
三

四

令
別
表
上
欄
に
掲
げ
る
関
門
の
港
湾
の
、
海

度
五
六
分
四
三
秒
東
経
一
三
〇
度
四
五
分
〇
九

上
に
お
け
る
南
西
側
の
境
界
線
と
交
わ
る
陸
岸

秒
）
か
ら
一
八
〇
度
一
、
五
八
七
メ
ー
ト
ル
の

の
地
点
（
北
緯
三
三
度
五
六
分
四
三
秒
東
経
一

地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
二
〇
二
度

三
〇
度
四
五
分
〇
九
秒
）
か
ら
一
八
〇
度
一
、

三
八
分
に
引
い
た
響
灘
西
一
号
道
路
に
至
る
線

五
八
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同

、
同
道
路
、
一
般
国
道
四
百
九
十
五
号
、
市
道

地
点
か
ら
二
〇
二
度
三
八
分
に
引
い
た
響
灘
西

浜
町
一
九
号
線
、
市
道
本
町
二
〇
号
線
、
市
道

一
号
道
路
に
至
る
線
、
同
道
路
、
一
般
国
道
四

本
町
三
三
号
線
、
一
般
国
道
百
九
十
九
号
、
県

百
九
十
五
号
、
市
道
浜
町
一
九
号
線
、
市
道
本

道
本
城
熊
手
線
、
一
般
国
道
三
号
、
県
道
八
幡

町
二
〇
号
線
、
市
道
本
町
三
三
号
線
、
一
般
国

戸
畑
線
及
び
一
般
国
道
百
九
十
九
号
に
沿
つ
て

道
百
九
十
九
号
、
県
道
本
城
熊
手
線
、
一
般
国

一
般
国
道
百
九
十
九
号
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会

道
三
号
、
県
道
八
幡
戸
畑
線
及
び
一
般
国
道
百

社
鹿
児
島
本
線
橋
り
よ
う
に
至
る
線
、
同
橋
り

九
十
九
号
に
沿
つ
て
一
般
国
道
百
九
十
九
号
九

よ
う
か
ら
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
鹿
児
島
本

州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
鹿
児
島
本
線
橋
り
よ
う

線
に
沿
つ
て
同
線
県
道
小
倉
港
線
橋
り
よ
う
に

に
至
る
線
、
同
橋
り
よ
う
か
ら
九
州
旅
客
鉄
道

至
る
線
、
同
橋
り
よ
う
か
ら
県
道
小
倉
港
線
、

株
式
会
社
鹿
児
島
本
線
に
沿
つ
て
同
線
県
道
小

一
般
国
道
百
九
十
九
号
、
一
般
国
道
三
号
、
一

倉
港
線
橋
り
よ
う
に
至
る
線
、
同
橋
り
よ
う
か

般
国
道
二
号
及
び
県
道
黒
川
白
野
江
東
本
町
線

ら
県
道
小
倉
港
線
、
一
般
国
道
百
九
十
九
号
、

に
沿
つ
て
同
県
道
が
北
九
州
市
門
司
区
大
字
田

一
般
国
道
三
号
、
一
般
国
道
二
号
及
び
県
道
黒

野
浦
千
二
百
六
番
の
一
の
位
置
に
達
す
る
地
点

川
白
野
江
東
本
町
線
に
沿
つ
て
同
県
道
が
北
九
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に
至
る
線
、
同
地
点
か
ら
部
埼
灯
台
（
北
緯
三

州
市
門
司
区
大
字
田
野
浦
千
二
百
六
番
の
一
の

三
度
五
七
分
三
四
秒
東
経
一
三
一
度
一
分
二
三

位
置
に
達
す
る
地
点
に
至
る
線
、
同
地
点
か
ら

秒
）
ま
で
引
い
た
線
、
同
灯
台
か
ら
一
〇
度
三

部
埼
灯
台
（
北
緯
三
三
度
五
七
分
三
四
秒
東
経

〇
分
に
引
い
た
陸
岸
に
至
る
線
並
び
に
陸
岸
に

一
三
一
度
一
分
二
三
秒
）
ま
で
引
い
た
線
、
同

よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

灯
台
か
ら
一
〇
度
三
〇
分
に
引
い
た
陸
岸
に
至

る
線
並
び
に
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

五

（
略
）

五

（
略
）

六

竹
ノ
子
島
台
場
鼻
か
ら
三
一
〇
度
三
七
〇
メ

（
新
設
）

ー
ト
ル
の
地
点
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
Ｄ

地
点
」
と
い
う
。
）
か
ら
四
二
度
に
引
い
た
線

、
六
連
島
灯
台
（
北
緯
三
三
度
五
八
分
四
一
秒

東
経
一
三
〇
度
五
二
分
四
秒
）
か
ら
五
六
度
四

、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
〇
度
八
〇
メ

ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら

二
七
〇
度
一
、
七
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で

引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
六
連
島
鵜
ノ
石
鼻
ま

で
引
い
た
線
、
同
島
ウ
ド
ノ
鼻
か
ら
二
二
三
度

四
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同

地
点
か
ら
一
三
三
度
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
Ｄ
地
点
ま
で
引

い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
内
の

埋
立
地

七

（
略
）

六

（
略
）


